
平成２６年度鳥取県立博物館博学連携事業

発見！授業のスパイス！
休み明けにすぐに役立つ授業のネタが満載！

シンポジウムやワークショップで

授業のネタを探そう！

お問い合わせ 〒６８０－００１１　鳥取市東町 2 丁目 124

TEL ： ０８５７－２６－８０４２

FAX ： ０８５７－２６－８０４１

URL ： http://www.pref.tottori.jp/museum/homepage.htm

参加
無料

教員のための博物館の日

in鳥取県立博物館 ８/20
2014

主　　 催 鳥取県立博物館　国立科学博物館　公益財団法人日本博物館協会

後　　 援 文部科学省

対　　 象 小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校 ・ 特別支援学校の教職員、

教員志望の大学生、 教育関係者等

参 加 費 無料 （参加申込をお願いします。）

場　　 所 鳥取県立博物館

※駐車場は博物館（21台）・堀端・県庁北側駐車場がありますが、台数に限りがあるため出来るだけ公共の交通機関をご利用ください。



当日のスケジュール

事前申込
の
お願い

8月1５日（金）必着

●円滑な運営のために事前申込をお願いします。（ワークショップ・フィールドワークに参加されない場合もお申し込みください。）

申　込　欄

記
入
例

①

②

③

氏　　　名 担　当　等 シンポジウム ワークショップ・フィールドワーク①
１３:３０　～　１４：２０

中１担任・理科 参加 /不参加 天体望遠鏡活用 /こちずぶらり /不参加 鑑賞授業のネタ /教科書的植物観察 /不参加

天体望遠鏡活用 /こちずぶらり /不参加

天体望遠鏡活用 /こちずぶらり /不参加

天体望遠鏡活用 /こちずぶらり /不参加

鑑賞授業のネタ /教科書的植物観察 /不参加

鑑賞授業のネタ /教科書的植物観察 /不参加

鑑賞授業のネタ /教科書的植物観察 /不参加

参加 /不参加

参加 /不参加

参加 /不参加

博物館　太郎
はくぶつかん　たろう

ワークショップ・フィールドワーク②
１４:４０　～　１５：３０

※必要事項をご記入のうえ、ファクシミリ〔０８５７－２６－８０４１〕にてお申し込みください。

時 間

10:00

10:30

10:40

12:00

13:30

14:20

14:40

15:30

16:00

受　　　付

開  会  行  事

シンポジウム

内　　　容 講　　　　堂 会　 議　 室
展　 示　 室

常設展示室（１階） 特別展示室（２階） フィールド（館外）
２階通路
渡り廊下

館  長  挨  拶

「学校と博物館をつなぐ」
●事例発表
①IT 時代の博学連携
　－カメラ付き携帯を使った参加型昆虫
　調査を例に－

②体験して見て感じる歴史の授業
－「火おこし」と「和同開珎をつくろう」－

昼食・自由見学

ワークショップ①
フィールドワーク①

休憩・移動

個別相談会
（自由参加）

終　   了

ワークショップ②
フィールドワーク②

川上靖（当館主幹学芸員）

石田敏紀（倉吉西高等学校教諭）

③けんぱく美術の使い方
佐藤真菜（当館専門員）

●意見交換
オーガナイザー
小川義和（国立科学博物館）

Free自然展示室
歴史・民俗展示室
美術展示室

Free　　　企画展「サンゴ展」
子ども向け美術展示

「モ・シリのともだち」

Work
shop
　　①　自然部門
「先生のための
天体望遠鏡活用講座」

　　②　自然部門
「マクロとミクロ
－教科書的自然観察」

Field
work

①　人文部門
「鳥取こちずぶらりで
              まちあるき」

Free Free

展示解説Ⅰ
自然展示室で学ぼう

展示解説Ⅱ
歴史・民俗展示室で
学ぼう

Work
shop
　　②　美術部門
「鑑賞授業のネタ
                あれこれ！」

Field
work

Free Free

Free 美術：アートシアター
集合場所Ａ

集合場所Ａ 集合場所Ｂ

集合場所Ｃ

集合場所Ｃ

ワークショップ①
ワークショップ②
フィールドワーク①
フィールドワーク②

自然部門「先生のための天体望遠鏡活用講座」
美術部門「鑑賞授業のネタあれこれ！」
人文部門「鳥取こちずぶらりでまちあるき」
自然部門「マクロとミクロ～教科書的植物観察」

　２０名
　２０名
　　８名
　２０名

●ブース展示
国立科学博物館
山陰海岸学習館
当館人文部門
当館美術部門

TEL所属先住所所属先

シンポジウム「学校と博物館をつなぐ」
オーガナイザー：小川義和（国立科学博物館）
各分野からの事例発表をもとに、「博物館で出来ること」として
全国の博学連携の実例も含めて、博物館を活用したより効果的な
授業づくりのアイデアをご紹介。また、参加した先生方の授業づ
くりの悩みや課題についてディスカッションします。

「ワークショップ」及び「フィールドワーク」について申込多数となった場合は抽選とさせていただきます。
抽選となった場合は、結果をご連絡します。

10:40　－　12:00

主人公は東京の公立学校に通う7歳から12歳の子ど
もたち。「立ち止まって悩んでいい。時間に追われな
くていい。うまくなくていい。」考える喜び、つくる
楽しさ、心弾む人生のひとこまがここにはあります。

子どもにとって描くとは？　絵の中に子どもたちの生活や
心が写し出されます。教室に置かれたカメラがその成長を
記録しました。懐かしい昭和の暮らしを舞台に、描くこと
の意味を問います。

集合場所のご案内
Ａ：１階ホール受付前
Ｂ：２階「あそびにおいでよ！モ・シリのともだち」展  入口
Ｃ：  博物館玄関前

※　開始時間５分前にお集まりください。
自然部門企画展「胸キュン☆サンゴ展」
美術部門子ども向け展示
「あそびにおいでよ！モ・シリのともだち」

7月19日（土）より開催！
展覧会も無料です。

 ①　野中真理子  監督作品 　2004　日本
　　「トントンギコギコ図工の時間」　　
　　　　　　　　　　　（DVD100分）

 ②　羽仁進  監督作品 　1956　日本
　　「絵を描く子どもたち」（DVD40分）
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